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　1 月 27 日清水区三保の真崎海岸で、小

学生 3 名高校生 1 名を含む総勢 15 名で、

観察会を行いました。

　当日は雲一つない晴天で、陽の当たる

ところはポカポカとして絶好のビーチ

コーミング日和でした。海岸では、少年

団が手旗信号をしていたりセーリングす

る人がいたりと、にぎやかです。早速砂

浜に降りて、のんびりとそれぞれ、気に

なるものを探します。

　真崎灯台の近くで、カメガイの仲間が

たくさん拾えました。何年か前にカメガ

イの事を聞いてから拾ってみたいと思っ

ていたのですが、今まで見つけることが

出来ずにいました。カメガイの仲間は透

明な上に、数ミリ～ 1  ㎝ほどの大きさで砂の中か

ら見つけ出すのが困難なのです。

　今回はじめて、ウキビシガイを見つけることが

でき、すると不思議な事に、マルカメガイに、ヒ

ラカメガイと次から次へと見つけることが出来ま

した。よほど、多くのカメガイの仲間が打ち上げ

られていたという事でしょうか。

　カメガイの仲間ではないのですが、同じ浮游性

の貝のクチキレウキガイも拾いました。透明なア

ンモナイトの子供のようなとても美しくはかない

貝です。

　途中、柴先生から遠くに見える山の事や、海岸

の砂の関係の話をお聞きしました。三保では堤防

を作ったことにより、波のくる方向が変わって、

外海側は海岸が削られ、内海である真崎海岸は砂

浜が広がったそうです。今回歩いたところは十数

年前には、干潮時でも海の中だったことになり、

長い年月での変化ではなく、ずっと短いスパンで

も、変化が起こることに、驚きました。

　2 時間ほど、海岸を探索し、最後にみんなで何

を拾ったかのお披露目会をしました。一番多いの

は貝ですが、その他にも、岩石、漂着物、骨など

が集められました。

　カメガイに関しては、ウキビシガイ、ウキヅツ

ガイ、シロカメガイ、マルカメガイ、ヒラカメガイ、

マダラヒラカメガイ、クリイロカメガイ、キヨコ

カメガイ、マサコカメガイ、ササノツユ、マルセ

ササノツユの 11 種を見つけたそうです。他の貝

類としては、二枚貝、巻貝ともに 20 種くらいづ

つ拾うことができました。ヒトデ類はイトマキヒ

トデ・トゲモミジガイ（カイと付いていますが、

ヒトデの仲間です）の 2 種、骨はサメの脊椎と思

われるもの等、多くの目があるとこんなにも多様

なものが集まるのかと感心しました。その他に、

小さな深海魚と思われる魚も打ち上げられていま

した。体側に発光器らしきものがみられます。後日、

久保田正先生に写真をみていただいたところ、イ

ワハダカと確認していただきました。（2011 年の

自然史しずおか第 33 号にイワハダカの事が書

かれています。）

　あっという間の楽しい２時間半で、みなさん名

残惜しそうに、帰路につきました。
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